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市
ス
ポ
ー
ツ
＆

　
入
賞
情
報
（
敬
称
略
）

第
５
回

登
米
オ
ー
プ
ン
卓
球
大
会

　
■
開
催
日
　
３
月
　
日
（
日
）

１４

　
■
会
　
場
　
中
田
総
合
体
育
館

【
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
】

　
第
２
位
　
及
川
雅
史

　
　
　
　
　
　
　（
登
米
ク
ラ
ブ
）

第
　
回
東
北
和
太
鼓

２９
競
演
大
会

　
■
開
催
日
　
３
月
７
日
（
日
）

　
■
会
　
場
　
栗
原
市

　
　
　
　
　
　
　
　
み
ち
の
く
伝
創
館

【
第
１
位
】

　
米
山
丸
山
太
鼓

第
　
回
１３
地
域
保
健
全
国
大
会

　
■
開
催
日
　
３
月
２
日
（
火
）

　
■
会
　
場
　
東
京
都

　
　
　
　
　
　
　
ア
ジ
ュ
ー
ル
竹
芝

【
全
国
地
区
衛
生
組
織
連
合
会

　
　会長
表
彰
】

　
蛯
名
茂
喜
（
南
方
）

【問い合わせ】仙台法務局登米支局　緯 ０２２０（５２）２０７０　市民生活部市民生活課　戸籍係　緯 ０２２０（５８）２１１８　
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人人人人人人人人人人権権権権権権権権権権擁擁擁擁擁擁擁擁擁擁護護護護護護護護護護委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度ををををををををををごごごごごごごごごご人権擁護委員制度をご存存存存存存存存存存存じじじじじじじじじじでででででででででですすすすすすすすすすかかかかかかかかかかじですか
　人権擁護委員は、地域の皆さんが人権について関心を持ってもらい、その大切さについて広めると同時に人権

に対する理解を深めてもらうためにさまざまな啓発活動を行っています。

　また、あらゆる人々の人権を守るため、毎日の暮らしの中で起こる人権に関する問題（いじめ、体罰、差別問

題など）に対し、法務局や特設人権相談所などで人権相談を受けています。相談は無料で秘密は厳守しますので

お気軽にご相談ください。

第
　
回
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

１５
ボ
ー
ル
交
流
大
会
　
登
米

in

　
■
開
催
日
　
２
月
　
日
（
土
）
～

２７

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
（
日
）

２８

　
■
会
　
場
　
登
米
総
合
体
育
館

【
女
子
の
部
】

　
第
１
位
　
登
米
ウ
ル
フ
ズ
Ｊ
ｒ

　
第
２
位
　
迫
シ
ー
ホ
ー
ク
ス

第
４
回
登
米
市
弓
道
大
会

　
■
開
催
日
　
２
月
　
日
（
日
）

２１

　
■
会
　
場
　
登
米
総
合
体
育
館

【
男
子
の
部
】

　
第
１
位
　
鈴
木
章
（
迫
弓
道
会
）

第
５
回
登
米
市
長
杯

議
長
杯
囲
碁
大
会

　
■
開
催
日
　
３
月
　
日
（
日
）

２１

　
■
会
　
場
　
登
米
公
民
館

【
議
長
杯
】

　
第
１
位
　
守
屋
八
郎
（
迫
）

第
５
回
市
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
卓
球
交
流
大
会

　
■
開
催
日
　
３
月
　
日
（
土
）

１３

　
■
会
　
場
　
中
田
総
合
体
育
館

【
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
】

　
第
１
位
　
小
松
慶
太
郎
（
中
田
）

　
第
２
位
　
豊
澤
慶
之
（
米
山
）

　
第
３
位
　
皆
川
敦
志
（
中
田
）

　
　
　
　
　
千
葉
和
智
（
米
山
）

【
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
】

　
第
１
位
　
寺
川
千
晶
（
中
田
）

　
第
２
位
　
及
川
月
菜
（
南
方
）

　
第
３
位
　
伊
藤
奈
都
（
中
田
）

　
　
　
　
　
高
清
水
志
帆
（
中
田
）

登
米
・
栗
原

卒
業
記
念
バ
レ
ー
大
会

　
■
開
催
日
　
３
月
　
日
（
日
）

１４

　
■
会
　
場
　
登
米
総
合
体
育
館

　
第
２
位
　
米
川
バ
ン
ビ
ー
ズ

　
第
３
位
　
西
郷
チ
ー
ム

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 登米市人権擁護委員協議会委員

住所委員氏名町域住所委員氏名町域

 豊里町二ツ屋１８９－８及　川　英　一豊里 迫町北方字新土手９５－１東　　　敬　三迫

 豊里町杢沢１２８－３髙　橋　由紀子〃 迫町佐沼字新大東１４１平　間　りつ子〃

 米山町字善王寺稲生荷３２岡　田　玉　枝米山 迫町新田字狼ノ欠３１－４高　橋　巳波子〃

 米山町西野字新町３９－２林　　　忠　市〃 登米町大字日根牛小池９０佐　竹　孝　喜登米

 石越町南郷字前久保２３９－１後　藤　常　明石越 登米町寺池上町２６－３蜂　谷　徳　芳〃

 石越町北郷字遠澤５０－７鈴　木　怡　子〃 東和町錦織字大町６９－1及　川　純　子東和

 南方町八の森５５－８渡　邊　　　稔南方 東和町米谷字福平３３－１鈴　木　泰　子〃

 南方町堂地３８佐々木　則　子〃 中田町石森字駒牽４０２日　野　周　一中田

 津山町横山字前田沢５４－２亀　井　陽　逸津山 中田町浅水字浅部玉山２８１須　藤　勇　一〃

 津山町柳津字本町２５武　山　より子〃 中田町上沼字新田８１只　野　信　子〃
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不断の鍛錬と
指導を称賛

市内の４４人、２４団体が受賞
「文化・スポーツ賞表彰式」

　
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で
優

秀
な
成
績
を
収
め
た
個
人
・
団
体

と
指
導
者
を
表
彰
す
る
、
平
成
　２１

年
度
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰

式
が
３
月
７
日
、
中
田
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
に
は
受
賞
者
や
引
率
者
、
来

登米謡曲会の皆さんによる素晴らしい謡曲の披露

　
平
成
　
年
度
か
ら
毎
回
、
旧
９

１０

町
に
伝
わ
る
歴
史
な
ど
登
米
な
ら

で
は
の
芸
術
文
化
を
手
づ
く
り
の

舞
台
で
演
じ
市
民
劇
場
「
夢
フ
ェ

ス
タ
水
の
里
」（
財
団
法
人
登
米
文

化
振
興
財
団
主
催
）。
今
年
で
　１２

回
目
と
な
っ
た
「
大
地
が
く
れ
た

贈
り
物
　
登
米
は
っ
と
物
語
」
が

３
月
６
、
７
の
両
日
、
登
米
祝
祭

劇
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
公
演
は
「
夢
フ
ェ
ス
タ
実
行
委

員
会
」
を
中
心
に
脚
本
や
演
出
な

ど
の
す
べ
て
を
約
１
５
０
人
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手
で
進
め
、
市
内

外
か
ら
応
募
し
た
出
演
者
約
　
人
３０

も
昨
年
　
月
か
ら
、
練
習
に
汗
を

１１

流
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
登
米
地
方
の
郷
土
料

理
「
は
っ
と
」
が
テ
ー
マ
。
一
人

前
の
料
理
人
と
し
て
食
堂
を
開
業

し
た
主
人
公
が
、
子
ど
も
の
こ
ろ
、

登
米
に
疎
開
し
た
と
き
に
食
べ
た

心
に
残
る
「
は
っ
と
」
の
味
を
求

め
、
苦
悩
し
な
が
ら
も
家
族
・
仲

間
と
の
絆
な
ど
を
通
し
、
人
の
優

し
さ
や
ふ
る
さ
と
の
温
か
さ
な
ど

物語には今春開局予定の「H＠（はっと）！FM」も登場

賓
約
１
５
０
人
が
参
加
。
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
の
６
部
門
で
　
人
、　

４４

２４

団
体
が
受
賞
し
、
各
部
門
ご
と
に

市
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
を
受

け
取
り
ま
し
た
。

　
受
賞
者
の
代
表
発
表
で
は
、
水

道
週
間
作
品
コ
ン
テ
ス
ト
で
厚
生

労
働
大
臣
賞
を
受
賞
し
、
文
化
賞

を
受
賞
し
た
後
藤
 健
  太
  郎
 く
ん

け
ん
 
た
 
ろ
う

（
中
田
）
の
作
品
の
朗
読
や
、
団
体

の
部
で
長
年
の
指
導
で
文
化
功
労

賞
を
受
賞
し
た
登
米
謡
曲
会
の
皆

さ
ん
に
よ
る
見
事
な
謡
曲
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
の
代
表
あ
い
さ
つ
で
は
、

赤
谷
神
楽
会
の
小
野
寺
 和
  夫
 さ
ん

か
ず
 
お

（
石
越
）
が
「
今
後
も
上
位
入
賞

や
伝
承
活
動
の
継
続
な
ど
を
目
指

し
、
努
力
し
て
い
き
た
い
」
と
、

御
礼
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

郷
土
料
理
「
は
っ
と
」
が
テ
ー
マ
に

　
　
　
 　
　
市
民
劇
場
「
夢
フ
ェ
ス
タ
水
の
里
」

優秀な成績を修めた個人や貢献のあった団体を表彰

知
る
と
い
っ
た
内
容
の
素
晴
ら
し

い
公
演
が
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
両
日
の
公
演
と
も
、
大
勢
の
人

が
訪
れ
、
熱
の
こ
も
っ
た
素
晴
ら

し
い
演
技
に
公
演
終
了
後
の
会
場

か
ら
は
、
割
れ
ん
ば
か
り
の
歓
声

や
拍
手
が
い
つ
ま
で
も
鳴
り
響
い

て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
公
演
に
訪
れ
た
人
に
は
、

熱
々
の
「
は
っ
と
」
が
振
る
舞
わ

れ
る
な
ど
、「
目
」「
耳
」「
口
」
で

「
は
っ
と
」を
感
じ
た
２
日
間
と
な

り
ま
し
た
。

劇中歌「はっと抓み唄」を会場の全員で熱唱

会場では、来場者に熱々のはっとが振る舞われました


